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８．パネルダイアグラム作成に用いた断面図
及びボーリング調査結果
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敷地平面図

敷地全体のパネルダイアグラムの更新 –断面位置図-

８．１ パネルダイアグラム作成に用いた断面図
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H31.2.22審査会合において提示した「敷地全体のパネルダイアグラム」作成に用いたボーリング
(コア写真及び柱状図については，H31.2.22審査会合机上配布資料参照)

○H31.2.22審査会合において提示した「敷地全体のパネルダイアグラム(本編資料P638～P639参照)」については，「中央の沢付近のパネルダイアグラム(本編資料P652～P653参照)」に
おける層相区分及び地層区分に加え，F-1断層の活動性評価のために実施した開削調査箇所(北側・南側)の調査結果(詳細は本編資料5章参照)を踏まえ更新を実施している。

○更新内容を以下に示す。
・「中央の沢付近のパネルダイアグラム」の作成により，精度が向上した交点部の層相区分及び地層区分を反映した。
・開削調査箇所(北側・南側)を組み込むため，③’断面図及びC’断面図を追加した。

○本章には，更新した「敷地全体のパネルダイアグラム」作成に用いた断面図を次頁～P606に示す。
○また，更新に伴うパネルダイアグラムの主な変更箇所をP608～P613に示す。
○なお，断面図及びパネルダイアグラムにおける地層区分は，ケース1(F-1断層開削調査箇所における岩内層をMIS9以前の海成層に地層区分した場合)として示す。

※1 2-4’ボーリングについては，「H31.2.22審査会合机上配布資料において提示した「敷地全体のパネルダイアグラム」作成に用いたボーリング」として示していたが，1,2号炉試掘坑(底
面標高約2.5m)から掘削しているものであり，「敷地全体のパネルダイアグラム」作成に用いていないため，今後，「敷地全体のパネルダイアグラム」作成に用いたボーリングから削除す
ることとする。

※2 G-8ボーリングについては，H31.2.22審査会合机上配布資料において提示した「敷地全体のパネルダイアグラム」作成に用いていたが，同資料において，本ボーリング調査位置の明
示やコア写真及び柱状図の掲載がなかったため，今回，敷地平面図に本ボーリング調査位置を明示するとともに，コア写真及び柱状図をP621に掲載した。

※3 3-5ボーリングについては，H31.2.22審査会合机上配布資料において提示した「敷地全体のパネルダイアグラム」作成に用いていたが，同資料においては，「敷地全体のパネルダイア
グラム」作成に用いていないボーリングとして参考掲載としており，本ボーリング調査位置を明示していなかったため，今回，敷地平面図に本ボーリング調査位置を明示した。

※4 A-10ボーリングについては，H31.2.22審査会合机上配布資料において提示した「敷地全体のパネルダイアグラム」作成に用いていたが， 今回， 「敷地全体のパネルダイアグラム」の
更新に伴い， 本ボーリングに代わり，開削調査箇所(北側)の調査結果となる代表柱状図(開削調査箇所(北側)中央部)をパネルダイアグラム作成に用いたことから，今後，「敷地全
体のパネルダイアグラム」作成に用いたボーリングから削除することとする。
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断面位置図
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更新した「敷地全体のパネルダイアグラム」作成に用いた断面図(1/17)
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８．１ パネルダイアグラム作成に用いた断面図
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断面位置図
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更新した「敷地全体のパネルダイアグラム」作成に用いた断面図(2/17)
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８．１ パネルダイアグラム作成に用いた断面図
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断面位置図
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更新した「敷地全体のパネルダイアグラム」作成に用いた断面図(3/17)

８．１ パネルダイアグラム作成に用いた断面図

C’ D

シルトの上位に陸成層(砂)が分布する

【MIS9以前の海成層と陸成層(砂)の境界面の考え方】
○F-1断層開削調査箇所に認められる砂礫層は，開削調査箇所

(北側)(前頁に示す②断面図参照)に認められるMIS9直後の河
成の堆積物(Tf4ユニット)に対比される(ⅰ)。

○また，A-5ボーリングに認められる砂礫層は，F-1断層開削調査
箇所に認められる砂礫層に対比される(ⅱ)。

○このため，F-1断層開削調査箇所及びA-5ボーリングに認められ
る砂礫層の下面は，MIS9以前の海成層と陸成層(砂)との境界
面に対比される。

拡大図

(ⅰ) (ⅱ)

F-1断層開削調査箇所 A-5ボーリング
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断面位置図
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更新した「敷地全体のパネルダイアグラム」作成に用いた断面図(4/17)

８．１ パネルダイアグラム作成に用いた断面図

③’断面

③’断面図

← SW NE →
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C C’ D

【MIS9以前の海成層と陸成層(砂)の境界面の考え方】
○D断面との交点に分布する砂礫層は，A-5ボーリングに認

められるMIS9直後の河成の堆積物(前頁に示す③断面図
参照)と連続し，開削調査箇所(北側)(P591に示す②断
面図参照)及びF-1断層開削調査箇所(前頁に示す③断
面図参照)に認められるMIS9直後の河成の堆積物(Tf4ユ
ニット)に対比される(ⅰ)。

○このため，当該砂礫層の下面は，MIS9以前の海成層と陸
成層(砂)との境界面に対比される。

拡大図位置
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旧海食崖が認められる
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断面位置図
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更新した「敷地全体のパネルダイアグラム」作成に用いた断面図(5/17)

８．１ パネルダイアグラム作成に用いた断面図

開削調査箇所(南側)に認められる
旧海食崖の延長部
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更新した「敷地全体のパネルダイアグラム」作成に用いた断面図(6/17)

８．１ パネルダイアグラム作成に用いた断面図

○1-5ボーリングに認められる基盤岩上位の砂礫層及び砂層は，H31.2.22審査会合机上配布資料で提示した「敷地全体のパネルダイアグラム」において，MIS9以前
の海成層に区分していたが，今回，その地層区分をHm2段丘堆積物に変更している。

【地層区分の変更経緯】
○同資料において，1-5ボーリングに認められる基盤岩上位の砂礫層及び砂層は，基盤岩の上面標高が約51mと高いものの，E-2ボーリングに認められる砂層と同

様，近接するE-1ボーリングに認められるMIS9以前の海成層(P602に示すC断面図参照)に対比されるものとしていた 。
○しかし，以下の状況を踏まえると，1-5ボーリングに認められる砂礫層及び砂層は，MIS9以前の海成層と形成時期が異なる可能性が考えられる。

・開削調査箇所(南側)において，旧海食崖が認められる(P593に示す③’断面図参照)。
・この旧海食崖の延長部が，④断面図(前頁参照)及び⑤断面図(下図参照)に認められる。
・④断面図においては，旧海食崖を境に形成時期が異なる堆積物(MIS9以前の海成層及びHm2段丘堆積物)が認められる。

○また，「中央の沢付近のパネルダイアグラム」に用いたI断面図，⑩断面図及びG断面図(本編資料6.1.3章参照)から1-5ボーリング調査箇所付近に連続して，Hm2
段丘堆積物が分布する状況が認められる。

○上記を踏まえ，1-5ボーリングに認められる砂礫層及び砂層は，今回，その地層区分をMIS9以前の海成層からHm2段丘堆積物に変更している※ 。

開削調査箇所(南側)に認められる
旧海食崖の延長部

断面位置図

⑤断面

※1-5ボーリングに近接する1-6ボーリング(H31.2.22審査会合机上配布資料において，「敷地全体のパネルダイアグラム」作成に用いていないボーリングとして参考掲載)については，1-5ボーリングに認められる基盤岩上位の砂礫層及び砂層との対比から，1-6ボーリングに
認められる基盤岩上位の砂層をMIS9以前の海成層に区分していた。このため，当該砂層の地層区分についても，Hm2段丘堆積物に変更となる。

⑩断面

I断面

G断面

1-5
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断面位置図
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更新した「敷地全体のパネルダイアグラム」作成に用いた断面図(7/17)

８．１ パネルダイアグラム作成に用いた断面図
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断面位置図
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更新した「敷地全体のパネルダイアグラム」作成に用いた断面図(8/17)

８．１ パネルダイアグラム作成に用いた断面図
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断面位置図
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⑧断面

⑧断面図

更新した「敷地全体のパネルダイアグラム」作成に用いた断面図(9/17)

８．１ パネルダイアグラム作成に用いた断面図

K L

【Hm2段丘堆積物と陸成層(砂)の地層区分の考え方】
○K断面(本編資料P645参照)との交点に分布する砂層のうち

下部は，D-13ボーリングに認められる標高約59.6m～60.6m
に認められる礫が混在するシルト質砂層と連続する(ⅰ)。

○また，D-13ボーリングに認められる上記シルト質砂層及びD-6
ボーリングに認められる砂礫層は，F-11断層開削調査箇所に
認められるHm2段丘堆積物(砂礫層)に対比される(P605に
示すE断面参照)(ⅱ)。

○このため，K断面との交点に分布する砂層のうち下部は，Hm2
段丘堆積物に対比され，上部は，陸成層(砂)に対比される。
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(海側) (山側)

(ⅰ)

(ⅱ)
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断面位置図
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更新した「敷地全体のパネルダイアグラム」作成に用いた断面図(10/17)

８．１ パネルダイアグラム作成に用いた断面図
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断面位置図
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更新した「敷地全体のパネルダイアグラム」作成に用いた断面図(11/17)

８．１ パネルダイアグラム作成に用いた断面図
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断面位置図

拡大図位置
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MIS9以前の海成層 河成の堆積物(MIS9直後)

更新した「敷地全体のパネルダイアグラム」作成に用いた断面図(12/17)

８．１ パネルダイアグラム作成に用いた断面図

G 7

【Hm3段丘堆積物と陸成層(砂)の境界面の考え方】
○B-2ボーリングにおいては，Hm3段丘堆積物の上位にシルト

層及び陸成層(砂)に区分される砂層が認められる(ⅰ)。
○このため，B-2ボーリングにおいて認められるシルト層の下面

は，Hm3段丘堆積物と陸成層(砂)との境界面に対比される。

拡大図

(ⅰ)

B-2ボーリング
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断面位置図

C断面図
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← NW SE →

← NW SE →

MIS9以前の海成層
河成の堆積物(MIS9直後)

(投影)

更新した「敷地全体のパネルダイアグラム」作成に用いた断面図(13/17)

８．１ パネルダイアグラム作成に用いた断面図



603603

断面位置図

C’断面図

2

MIS9直後の河成の堆積物
(Tf4ユニット)

MIS9以前の海成層に挟在する
河成の堆積物(Tf3ユニット)

凡例

シルト

(層相区分)

砂 砂礫 基盤岩

2
0
m

20m

← NW SE →

海成堆積物 陸上堆積物

(地層区分)

MIS9以前の海成層
河成の堆積物(MIS9直後)

陸成層(砂)(時代未詳)

更新した「敷地全体のパネルダイアグラム」作成に用いた断面図(14/17)

８．１ パネルダイアグラム作成に用いた断面図

C’断面

拡大図位置

拡大図
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断面位置図

拡大図位置

D断面図

凡例

シルト

(層相区分)

砂 砂礫 基盤岩

2
0
m

20m

D断面

海成堆積物 陸上堆積物

(地層区分)

Hm2段丘堆積物(MIS9)
陸成層(砂)(時代未詳)

Hm3段丘堆積物(MIS7)
河成の堆積物(MIS9直後)

MIS9以前の海成層

← NW SE →

← NW SE →

更新した「敷地全体のパネルダイアグラム」作成に用いた断面図(15/17)

８．１ パネルダイアグラム作成に用いた断面図

拡大図

【Hm2段丘堆積物と河成の堆積物(MIS9直後)の地層区分の考え方】
○当該部は，A-5ボーリングから連続する砂礫層とA-6ボーリングから

連続する砂礫層が接する箇所である。
○A-5ボーリングに認められる砂礫層は，開削調査箇所(北側)及びF-

1断層開削調査箇所に認められるMIS9直後の河成の堆積物(Tf4ユ
ニット)に対比される。

○A-6ボーリングに認められる砂礫層は，F-4断層開削調査箇所に認
められるHm2段丘堆積物(MIS9)に対比される。

○各堆積物の形成年代から，A-5ボーリングから連続する砂礫層が，
A-6ボーリングから連続する砂礫層の上位に分布する層位関係となる。
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断面位置図

【Hm2段丘堆積物と陸成層(砂)の地層区分の考え方】
○F-11断層開削調査箇所には，砂礫層が認められる。
○F-11断層開削調査箇所に隣接するD-6ボーリングにおいては，下

位から砂礫層，砂層及びシルト層が認められる。
○D-6ボーリングの状況を踏まえると，F-11断層開削調査箇所におい

ても，砂礫層の上位には砂層が分布するものと考えられる。
○一連の海水準上昇に伴う海成段丘堆積物の一般的な層相(本編資

料6.1.2章参照)を考慮すると，砂礫層の直上に分布する砂層の一
部は，海成砂層であると考えられるが，「敷地全体のパネルダイアグ
ラム」の地層区分は，既に地層区分がなされている各開削調査箇所
等を基本としている。

○このため，F-11断層開削調査箇所付近においては，砂礫層のみを
Hm2段丘堆積物とし，上位の砂層については，全て陸成層(砂)に
区分している。

E断面図

凡例

シルト

(層相区分)

砂 砂礫 基盤岩

2
0
m

20m

E断面

海成堆積物 陸上堆積物

(地層区分)

Hm2段丘堆積物(MIS9) 陸成層(砂)(時代未詳)

← NW SE →

← NW SE →

更新した「敷地全体のパネルダイアグラム」作成に用いた断面図(16/17)

８．１ パネルダイアグラム作成に用いた断面図
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断面位置図

F断面図

凡例

シルト

(層相区分)

砂 砂礫 基盤岩
F断面

← NW SE →

← NW SE →

海成堆積物 陸上堆積物

(地層区分)

Hm2段丘堆積物(MIS9) 陸成層(砂)(時代未詳)

(投影)

(投影)

更新した「敷地全体のパネルダイアグラム」作成に用いた断面図(17/17)

８．１ パネルダイアグラム作成に用いた断面図

2
0
m

20m
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○H31.2.22審査会合において提示した「敷地全体のパネルダイアグラム(本編資料P638～P639参照)」については，「中央の沢付近のパネルダイアグラム(本編資料
P652～P653参照)」における層相区分及び地層区分に加え，F-1断層の活動性評価のために実施した開削調査箇所(北側・南側)の調査結果(詳細は本編資料5
章参照)を踏まえ更新を実施している。

○更新内容を以下に示す。
・「中央の沢付近のパネルダイアグラム」の作成により，精度が向上した交点部の層相区分及び地層区分を反映した。
・開削調査箇所(北側・南側)を組み込むため，③’断面及びC’断面を追加した。

○更新前及び更新後の「敷地全体のパネルダイアグラム」において，更新に伴うパネルダイアグラムの主な変更箇所を示す(参照頁は下図の鳥瞰方向に示す)。

敷地全体のパネルダイアグラムにおける層相区分及び地層区分の主な変更箇所 (1/5)

８．１ パネルダイアグラム作成に用いた断面図

敷地平面図
⑨⑥⑤④③②① ⑧⑦
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F-1断層開削
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F-3断層開削
調査箇所

3号炉

1号炉

2号炉

Hm1段丘露頭

F-1断層開削
調査箇所近傍露頭1

F-1断層開削
調査箇所近傍露頭2

H30追加調査範囲
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B-2 B-3 B-4B-1 B-5

H30敷地-1

A-9A-8

H-4

B-10

A-10※4

B-6 B-7

E-2

B-8

E-1 E-3

1-5

A-5

C-5

C-6

A-7

D-4

D-5

3-2

D-7

3B-4

E-5

3-3

3-1

3G-5 D-8

G-2

E-4

A-1

D-11

③’

C’

G-8※2

3-5※3

2-4’※1

⑫⑪⑩

G

H
I

J

K

L
M

H31.2.22審査会合において提示した「敷地全体のパネルダイアグラム」作成に用いたボーリング
(コア写真及び柱状図については，H31.2.22審査会合机上配布資料参照)

鳥瞰方向1(更新前：P610参照)
(更新後：P611参照)

鳥瞰方向2(更新前：P612参照)
(更新後：P613参照)

鳥瞰方向

ボーリング実施位置

原子炉建屋設置位置

Hm2段丘面

Hm3段丘面

Mm1段丘面

露頭調査箇所

断層開削調査箇所

【地形分類】 【段丘堆積物確認箇所】

※1 2-4’ボーリングについては，「H31.2.22審査会合机上配布資料において提示した「敷地全体のパネルダイアグラム」作成に用いたボーリング」として示していたが，1,2号炉試掘坑(底
面標高約2.5m)から掘削しているものであり，「敷地全体のパネルダイアグラム」作成に用いていないため，今後，「敷地全体のパネルダイアグラム」作成に用いたボーリングから削除す
ることとする。

※2 G-8ボーリングについては，H31.2.22審査会合机上配布資料において提示した「敷地全体のパネルダイアグラム」作成に用いていたが，同資料において，本ボーリング調査位置の明
示やコア写真及び柱状図の掲載がなかったため，今回，敷地平面図に本ボーリング調査位置を明示するとともに，コア写真及び柱状図をP621に掲載した。

※3 3-5ボーリングについては，H31.2.22審査会合机上配布資料において提示した「敷地全体のパネルダイアグラム」作成に用いていたが，同資料においては，「敷地全体のパネルダイア
グラム」作成に用いていないボーリングとして参考掲載としており，本ボーリング調査位置を明示していなかったため，今回，敷地平面図に本ボーリング調査位置を明示した。

※4 A-10ボーリングについては，H31.2.22審査会合机上配布資料において提示した「敷地全体のパネルダイアグラム」作成に用いていたが， 今回， 「敷地全体のパネルダイアグラム」の
更新に伴い， 本ボーリングに代わり，開削調査箇所(北側)の調査結果となる代表柱状図(開削調査箇所(北側)中央部)をパネルダイアグラム作成に用いたことから，今後，「敷地全
体のパネルダイアグラム」作成に用いたボーリングから削除することとする。

①
断面位置
H31.2.22審査会合において提示した
「敷地全体のパネルダイアグラム」作成断面

⑩
断面位置
「中央の沢付近のパネルダイアグラム」作成断面
並びに③’断面及びC’断面

凡例
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F-1断層開削調査
箇所近傍露頭1

F-1断層開削調査箇所

F-4断層開削調査箇所

F-11断層開削調査箇所

MIS9以前の海成層

Hm2段丘堆積物

Hm2段丘堆積物

Hm3段丘堆積物

Hm1段丘堆積物

F-1断層開削調査
箇所近傍露頭2

H30追加調査範囲

(H30敷地-1)

Hm3段丘堆積物

2
0
m

敷地全体のパネルダイアグラムにおける層相区分及び地層区分の主な変更箇所 (2/5)

８．１ パネルダイアグラム作成に用いた断面図

(4)

(2)

(1)

海成堆積物 陸上堆積物

凡例

(地層区分)

(層相区分)

MIS9以前の海成層

Hm3段丘堆積物(MIS7)

Hm2段丘堆積物(MIS9)

Hm1段丘堆積物

河成の堆積物(MIS9直後)

河成の堆積物(MIS7直後)

陸成層(砂)(時代未詳)

砂 砂礫 基盤岩シルト※1

※1 原地形直下に分布するシルトについては， 陸成層と解釈している。

(3)

海側

山側

南東側

北西側

敷地全体のパネルダイアグラム(更新前※2)
(鳥瞰方向1：南側から望む)

※2 本頁に示す「敷地全体のパネルダイアグラム」は，H31.2.22審査会合
において提示したパネルダイアグラムの再掲である。
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H30追加調査範囲

(H30敷地-1)
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Hm2段丘堆積物

開削調査箇所
(南側)

開削調査箇所
(北側)

③’

2
0
m

敷地全体のパネルダイアグラムにおける層相区分及び地層区分の主な変更箇所 (3/5)

８．１ パネルダイアグラム作成に用いた断面図

(4)

(2)

海成堆積物 陸上堆積物

凡例

(地層区分)

(層相区分)

MIS9以前の海成層

Hm3段丘堆積物(MIS7)

Hm2段丘堆積物(MIS9)

Hm1段丘堆積物

河成の堆積物(MIS9直後)

河成の堆積物(MIS7直後)

陸成層(砂)(時代未詳)

砂 砂礫 基盤岩シルト※

※原地形直下に分布するシルトについては， 陸成層と解釈している。

敷地全体のパネルダイアグラム(更新後)
(鳥瞰方向1：南側から望む)

【層相区分及び地層区分の主な変更箇所】
(1)F-1断層開削調査箇所付近
・開削調査箇所(北側)において，標高約53mまでMIS9以前の海成層が認められることから，近接するF-1断層開削調査箇所近傍露頭1
においても，同様な標高までMIS9以前の海成層の分布が推定されることを踏まえ，MIS9以前の海成層の分布範囲を変更した。

・当該箇所付近の地層区分において，開削調査箇所(北側・南側)におけるユニット区分を反映した(詳細はP591，P593及びP603参照)。
(2)⑤断面(C断面交点部とD断面交点部の間)
・当該箇所に認められる基盤岩上位の砂礫層及び砂層は，基盤岩の上面標高が高いものの，MIS9以前の海成層に区分していた。
・しかし，当該箇所に認められる砂礫層及び砂層は，MIS9以前の海成層と形成時期が異なる可能性が考えられること及び「中央の沢付近
のパネルダイアグラム」において，当該箇所付近に広くHm2段丘堆積物が分布する状況が認められることから，その地層区分をHm2段丘
堆積物に変更した(詳細はP595参照)。

(3)⑤断面(D断面交点部とE断面交点部の間)
・「中央の沢付近のパネルダイアグラム」において，当該箇所付近に広くHm2段丘堆積物が分布する状況が認められる(本編資料6.1.3章
に示すH断面図及びI断面図参照)ことから，Hm2段丘堆積物の分布範囲を変更した。

(4)⑧断面(D断面交点部とE断面交点部の間)
・「中央の沢付近のパネルダイアグラム」において，当該箇所付近に広くHm2段丘堆積物及び陸成層(砂)が分布する状況が認められる(本
編資料6.1.3章に示すK断面図及びL断面図参照)ことから，Hm2段丘堆積物及び陸成層(砂)の分布範囲を変更した。

(3)

海側

山側

南東側

北西側

(1)
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敷地全体のパネルダイアグラムにおける層相区分及び地層区分の主な変更箇所 (4/5)

８．１ パネルダイアグラム作成に用いた断面図

(4)

海成堆積物 陸上堆積物

凡例

(地層区分)

(層相区分)

MIS9以前の海成層

Hm3段丘堆積物(MIS7)

Hm2段丘堆積物(MIS9)

Hm1段丘堆積物

河成の堆積物(MIS9直後)

河成の堆積物(MIS7直後)

陸成層(砂)(時代未詳)

砂 砂礫 基盤岩シルト※

※原地形直下に分布するシルトについては， 陸成層と解釈している。

敷地全体のパネルダイアグラム(更新前)
(鳥瞰方向2：西側から望む)

(3)

F-1断層開削調査
箇所近傍露頭2

(2)(1)
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敷地全体のパネルダイアグラムにおける層相区分及び地層区分の主な変更箇所 (5/5)

８．１ パネルダイアグラム作成に用いた断面図

(4)

(1)

海成堆積物 陸上堆積物

凡例

(地層区分)

(層相区分)

MIS9以前の海成層

Hm3段丘堆積物(MIS7)

Hm2段丘堆積物(MIS9)

Hm1段丘堆積物

河成の堆積物(MIS9直後)

河成の堆積物(MIS7直後)

陸成層(砂)(時代未詳)

砂 砂礫 基盤岩シルト※

※原地形直下に分布するシルトについては， 陸成層と解釈している。

敷地全体のパネルダイアグラム(更新後)
(鳥瞰方向2：西側から望む)

(3)

(2)

【層相区分及び地層区分の主な変更箇所】
(1)F-1断層開削調査箇所付近
・開削調査箇所(北側)において，標高約53mまでMIS9以前の海成層が認められることから，近接するF-1断層開削調査箇所近傍露頭1
においても，同様な標高までMIS9以前の海成層の分布が推定されることを踏まえ，MIS9以前の海成層の分布範囲を変更した。

・当該箇所付近の地層区分において，開削調査箇所(北側・南側)におけるユニット区分を反映した(詳細はP591，P593及びP603参照)。
(2)⑤断面(C断面交点部とD断面交点部の間)
・当該箇所に認められる基盤岩上位の砂礫層及び砂層は，基盤岩の上面標高が高いものの，MIS9以前の海成層に区分していた。
・しかし，当該箇所に認められる砂礫層及び砂層は，MIS9以前の海成層と形成時期が異なる可能性が考えられること及び「中央の沢付近
のパネルダイアグラム」において，当該箇所付近に広くHm2段丘堆積物が分布する状況が認められることから，その地層区分をHm2段丘
堆積物に変更した(詳細はP595参照)。

(3)⑤断面(D断面交点部とE断面交点部の間)
・「中央の沢付近のパネルダイアグラム」において，当該箇所付近に広くHm2段丘堆積物が分布する状況が認められる(本編資料6.1.3章
に示すH断面図及びI断面図参照)ことから，Hm2段丘堆積物の分布範囲を変更した。

(4)⑧断面(D断面交点部とE断面交点部の間)
・「中央の沢付近のパネルダイアグラム」において，当該箇所付近に広くHm2段丘堆積物及び陸成層(砂)が分布する状況が認められる(本
編資料6.1.3章に示すK断面図及びL断面図参照)ことから，Hm2段丘堆積物及び陸成層(砂)の分布範囲を変更した。
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敷地平面図

凡例

①
断面位置
(「敷地全体のパネルダイアグラム」作成断面)

ボーリング実施位置

原子炉建屋設置位置

Hm2段丘面

Hm3段丘面

Mm1段丘面

露頭調査箇所

断層開削調査箇所

【地形分類】 【段丘堆積物確認箇所】

H31.2.22審査会合において提示した「敷地全体のパネルダイアグラム」作成に用いたボーリング ： 20本
(コア写真及び柱状図については，H31.2.22審査会合机上配布資料参照)

H31.2.22審査会合資料において提示したボーリング ： 7本
(コア写真及び柱状図については，H31.2.22審査会合机上配布資料参照)

(凡 例)「中央の沢付近のパネルダイアグラム」作成に用いたボーリング調査位置

R1.11.7審査会合において提示したボーリング ： 2本
(コア写真及び柱状図については，本編資料6.1.2章参照)

今回新たに提示したボーリング ： 6本
(コア写真及び柱状図については，本章参照)

ボーリング調査位置図

○本編資料6.1.3章に示す中央の沢付近を対象とした断面図及びこれらを組み合わせた「中央の沢付近のパネルダイアグラム」の作成に用
いたボーリングのうち，これまで提示していないボーリングコア写真及び柱状図について次頁～P620に示す。

○ボーリングコア写真及び柱状図における地層区分は，ケース1(F-1断層開削調査箇所における岩内層をMIS9以前の海成層に地層区分
した場合，本編資料5.1.3章参照)として示した。

○なお，⑤断面とF断面の交点付近に位置するG-8ボーリングについては，H31.2.22審査会合机上配布資料において提示した「敷地全体
のパネルダイアグラム」作成に用いていたが，同資料において，本ボーリング調査位置の明示やコア写真及び柱状図の掲載がなかったた
め，今回，コア写真及び柱状図をP621に掲載した。

⑩
断面位置
(「中央の沢付近のパネルダイアグラム」作成断面)

⑨⑥⑤④③②① ⑧⑦

G地点

F-1断層開削
調査箇所

F-11断層開削
調査箇所

F-4断層開削
調査箇所

F-3断層開削
調査箇所

3号炉

1号炉

2号炉

Hm1段丘露頭

F-1断層開削
調査箇所近傍露頭1

F-1断層開削
調査箇所近傍露頭2

H30追加調査範囲

⑫⑪⑩

G

H
I

J

K
L

開削調査箇所
(南側)

開削調査箇所
(北側)

M-9

3H-2
2-4

D-12

M-10

G-5

3G-2

3H-3

D-3

G-1

2-9 A-3

D-6

G-3

A-42-8

A-11

G-11

B-2B-1

E-3
1-5

D-4

D-5

E-5

E-4

A-1

D-132-3’

3I-2

1-2

1-3

1-6

G-4

B-3

F

E

D

C

B

A

M

中央の沢

８．２ パネルダイアグラム作成に用いたボーリング調査結果

G-8
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孔口標高：48.75m

コア写真(2-4：深度0～21m)

2-4ボーリング

○本ボーリングでは，基盤岩(上面標高約47m)の上位に，シルト混じり砂礫層が認め
られる。

８．２ パネルダイアグラム作成に用いたボーリング調査結果

柱状図(2-4：深度0～21m)

基盤岩

調査位置図
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孔口標高：56.91m

コア写真(D-12：深度0～21m) 柱状図(D-12：深度0～21m)

D-12ボーリング

○本ボーリングでは，基盤岩(上面標高約54m)の上位に，砂礫層及びシルト層が認
められる。

○基盤岩上位の砂礫層は，
2-3’ボーリングにおけるHm2
段丘堆積物と同程度の標高
に分布し，基盤岩を直接覆う
ことから，Hm2段丘堆積物に
区分される(2-3’ボーリング
のコア写真及び柱状図につい
ては，H31.2.22審査会合机
上配布資料参照)。

H
m

2
段

丘
堆

積
物

基盤岩

Hm2段丘堆積物

調査位置図

８．２ パネルダイアグラム作成に用いたボーリング調査結果
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柱状図(G-5：深度0～21m)※

孔口標高：56.41m

コア写真(G-5：深度0～21m)

G-5ボーリング

○本ボーリングでは，基盤岩(上面標高約
56m)のみが認められる。

基盤岩

※本ボーリングは斜めボーリング(俯角約25°)であり，葉理及び
割れ目の交角は，ボーリングコアにおける見かけの角度である。

調査位置図

８．２ パネルダイアグラム作成に用いたボーリング調査結果
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柱状図(M-9：深度0～20m)

孔口標高：69.15m

コア写真(M-9：深度0～20m)

基盤岩

○本ボーリングでは，基盤岩(上面標高約66m)の上位に，礫混じりシルト質砂層が認めら
れる。

M-9ボーリング

○基盤岩上位の礫混じりシルト質砂層は，
G-11ボーリングにおけるHm2段丘堆積
物と層相が調和的であり，同程度の標高
に分布することから，Hm2段丘堆積物に
区分される(G-11ボーリングのコア写真
及び柱状図については，H31.2.22審査
会合机上配布資料参照)。

Hm2段丘堆積物

H
m

2
段

丘
堆

積
物

調査位置図

８．２ パネルダイアグラム作成に用いたボーリング調査結果
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柱状図(M-10：深度0～20m)

M-10ボーリング

○本ボーリングでは，基盤岩(上面標高約68m)の上位に，砂層(下位からシルト質砂層，
シルト混じり砂層及びシルト質砂層)が認められる。

○砂層は，G-1ボーリングにおけるHm2
段丘堆積物と層相が調和的であること
から，Hm2段丘堆積物に区分される
(G-1ボーリングのコア写真及び柱状
図については，H31.2.22審査会合机
上配布資料参照)。

孔口標高：73.35m

コア写真(M-10：深度0～20m)

基盤岩

Hm2段丘堆積物

Hm2段丘堆積物

※

※基盤岩直上に認められる砂質粘土層は，砂質凝灰岩がコア掘
削時に破砕され，粘土化したものと考えられる。

H
m

2
段

丘
堆

積
物

調査位置図

８．２ パネルダイアグラム作成に用いたボーリング調査結果
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柱状図(3H-2：深度0～20m)

孔口標高：60.37m

コア写真(3H-2：深度0～20m)

3H-2ボーリング

○本ボーリングでは，基盤岩(上面標高約60m)の上位に，礫混じりシルト層が認められる。

基盤岩

８．２ パネルダイアグラム作成に用いたボーリング調査結果

調査位置図
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コア写真(G-8：深度0～21m)

G-8ボーリング

８．２ パネルダイアグラム作成に用いたボーリング調査結果

調査位置図

④断面

F断面

柱状図(G-8：深度0～21m)

孔口標高：52.58m

基盤岩

H
m

2
段

丘
堆

積
物

○基盤岩上位の礫混じりシルト質砂層は，
D-3ボーリングにおけるHm2段丘堆積
物と層相が調和的であり，基盤岩を直
接覆うことから，Hm2段丘堆積物に区
分される(D-3ボーリングのコア写真及
び柱状図については，H31.2.22審査
会合机上配布資料参照)。

Hm2段丘堆積物

○本ボーリングでは，基盤岩(上面標高約52m)の上位に，礫混じりシルト質砂層が認めら
れる。
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